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海底地殻変動観測システムの誤差評価：複数 GPS 陸上基準局による船位測定の精

度評価

Evaluation of accuracy in ship positioning from surrounding coastal reference stations
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国土地理院による GEONET の整備によって、日本列島全体の変動場が詳細に分かるようになった。この観測網を

海まで広げることができれば、プレート境界から内陸に至るまでの地殻変動パターンが明らかにできる。さらに，

海底地殻変動観測は、海底にあるプレート境界で発生する巨大地震をより近くで観測することで、震源の破壊過程

も解明できる。そこで、名古屋大学では、船の位置を Kinematic GPS 測位により精密に決定し、観測船と海底局間

の距離を超音波を用いて測定することにより、海底局の位置を数 cm 程度の精度で測定する海底地殻変動観測シス

テムの開発を行なっている。

2002 年より、駿河湾北部にて長期繰り返し海底地殻変動観測を開始した。Kinematic　GPS 測位精度がシステム

全体の精度に大きく作用することが明らかになっているが、駿河湾は周囲を陸地に囲まれ、複数の陸上 GPS 基準局

の設置が可能であることから、Kinematic　GPS 測位精度低減のために有利な場所である。2002 年 10 月の 2回の実

験観測で、観測海域を囲むように最大 4点（東海大学海洋学部校舎屋上，焼津市水産試験場屋上，および静岡清水

町，加茂の国土地理院電子基準点）の陸上 GPS 基準局における 1 秒サンプリングデータを用いて、Kinematic GPS

測位の精度評価を行なった。データ解析には米国NASAジェット推進研究所により開発が行われているGIPSY-OASYS

II を使用した。本解析では、単一基線による船位解析と、基準局依存の誤差推定・軽減を考慮した複数基線によ

る船位解析とを比較しその精度評価を行った。その解析結果について報告する。
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